





























掛 川 典 子
1 20世紀初頭の国際社会の中で，三つの運動はそれぞれにおいて，代表的な人物を挙げることが出来るだろ
う。例えば，女性運動ではシャーロットパーキンズギルマン（Gilman,CharlottePerkins18601935），
産児調節運動ではマーガレットサンガー（Sanger,Margaret18791966），平和運動ではジェーンア
ダムス（Addams,Jane18601935）がすぐに浮かぶ。シュテッカーは，これら三つの運動全てについて
ドイツを代表する女性として名前が挙がる人物である。
女性哲学者育成のプログラムにことさらシュテッカーの名前が冠せられるのは故なくしてではない。
シュテッカーは，紛れもなくドイツで最初の女性の哲学博士の一人である。ドイツではまだ女性に高
等教育への門戸が開かれていなかった19世紀末に2，シュテッカーは勉学のために単身ベルリンに出
て，女性教師の資格を取得した後ベルリン大学で講義聴講を開始し，ディルタイ（Dilthey,Wilhelm
18331911）の文献整理の私的助手を務めるなどをしながらアカデミックな修業を重ねた。1901年に
ロマン主義美学に関する博士論文によってスイスのベルン大学から学位を取得した。そしてベルリン
にもどり，レッシング大学で講師となり，ロマン主義文学とニーチェ哲学について講義を持った。
1905年には産児調節運動の中心的推進母体である「母性保護同盟」（BundfurMutterschutz）を組
織し，「新しい倫理」（NeueEthik）を提唱して，ナチスの政権掌握によって亡命を余儀なくされる
1933年まで，この同盟の中枢にあって特に機関誌編集者として，ドイツの性改革運動母性保護運
動のために精力的な活動を展開した。女性の人格の発展のための高等教育参入，職業的自立要求，男
性運動への提言，主婦業の価値肯定，売春制度及び二重道徳批判，婚外子と未婚の母の支援，中絶
の合法化，産児調節，非法律婚同棲という自由婚の推奨，同性愛擁護，有職女性（特に独身が慣例とさ
れていた女性教師公務員）の結婚肯定，反戦と兵役拒否者の支援，そして徹底した軍備全廃までも主
張した。これらは現代の国際社会においても，声高に主張すれば場合によっては社会的生命が危うく
なるほどの，あるいは文字通り命がけの危険性を孕む微妙なテーマである。1914年の第一次世界大
戦勃発直後から国際的な平和運動に精力的に参加した。「新ロシア友の会」（GeselschaftderFreund
derneuesRuland）を設立し，ソビエトにも赴いた。スイスへの亡命後も国際的な産児調節運動に
尽力するが，第二次世界大戦の戦況悪化に伴い，最終的に1941年にアメリカ合衆国に亡命し，1943
年にニューヨークで癌のために亡くなった。
シュテッカーの現代性の高い多面的活動の基盤には，強烈なヒューマニズム，人間愛（Humanitat）
の思想がある（Hiler1929＝1950:259）。人間愛を動機として，科学の進展に支えられた社会主義的未
来のユートピア信奉に向かう徹底した啓蒙活動を推進した。筆者の見解によれば，「新しい倫理」の
内容の基盤は，キリスト教の隣人愛，それも教会組織によるのではなくイエスの人間愛への信仰に見
いだされるべき隣人愛であり，その上にニーチェ（Nietzsche,FriedrichWilhelm 18441900）の価値転
換の哲学の女性的解釈による応用がなされ，更に人間を自己目的と見なすカント（Kant,Immanuel
17241804）の人格倫理学の社会的適用による国家批判と平和主義が構築されている。そこにトルスト
イ（Tolstoi,LevNikolaevich18281910）やガンジー（Gandhi,Mahatma18691948）の非暴力主義も取
り込まれ，徹底した平和主義の運動を展開した。貧しく困窮した女性のための社会改革運動の理論的
支柱となりながら，科学による生殖コントロールという最先端の学問の動向に機敏に反応し，そのた
めに今日優生思想批判の波の中で，皮肉なことに，結果としてのナチズムとの「共犯性」までも論議
されるに至っている（Hein1998:203）。この優生思想批判の問題においては，善意の動機からなされ
た行為の，本人には予測されない歴史的影響への責任が問われている。女性の視点に立つ学問と実践
の関係，研究者の社会的責任の問題が，今日シュテッカーの思想と事績に関しても問われている。
伝記的研究としては，クリストルヴィッケルトの『ヘレーネシュテッカー 18691943 女権
主義者，性改革者そして平和主義者 伝記』（Wickert1991）が詳細な調査に基づいており，必見であ
（２）
2 ドイツでは1900年にバーデンから始まり，1909年までの間に正式に女性の大学への学籍登録が認められ
るようになった。ベルリンでは1908年に許可された。
る。ヴィッケルトは，アメリカ合衆国ペンシルヴァニアのスワースモアカレッジの「平和コレクシ
ョン＝クエーカー文庫」（PeaceColectioninSwarthmoreColegeinPennsylvania＝Quakerarchiv）に
残されたヘレーネシュテッカーの遺稿「ヘレーネシュテッカー文書」（HeleneStockerPapers）
3
に含まれる自筆の草稿や多数の資料を直接使用して，伝記的研究の成果をまとめた。「平和コレクシ
ョン」にはシュテッカーの日記の断片や自伝の草稿や『新世代』（DieNeueGeneration）の論文の草
稿の他，シュテッカーの亡命を助け経済的にも支援し続けたクエーカー教徒や「平和と自由のための
国際女性連盟」（InternationaleFrauenligafurFriedenundFreiheit）の重要な女性たちとの書簡も多
く残されている。そしてヴィッケルトはシュテッカーの姪の証言や個人蔵の貴重な写真，及び警察や
役所に保存されていた各種の証明書や講演会のポスターや公的書類等も紹介している。更に亡命中の
シュテッカーの動向に関しても，アムステルダムの「国際社会史研究所」（InternationalesInstitutfur
Sozialgeschichte/Amsterdam）の所蔵する「ブルップバッヒャー遺稿集」（NachlaBrupbacher,Mappe
VI.）の中の，ブルップバッヒャー（Brupbacher,Fritz18741945）宛のシュテッカーの書簡等も参照
している。
日本での研究動向を一してみると，部分的言及はなされているが，本格的なシュテッカー研究は
まだ著されていない。筆者はシュテッカーの倫理思想を，彼女の一生涯を通して総合的に一貫した見
地から分析したいと考えている。そのため本稿は，シュテッカーの倫理思想の根幹をなす，エルバー
フェルトにおける家庭環境と少女期の倫理的価値観の形成過程を検討することを課題とする。ヴィッ
ケルトの伝記を中心に，グートルンマイアーホーフ（Maierhof1995）やロルフフォンボッケル
（Bockel1991）の伝記的記述や，グートルンハーメルマン（Hamelmann1992），ペトラランチュ
（Rantzsch1984），マルティナハイン（Hein1998），シュトプチィック プフントシュタイン（Stopczyk
Pfundstein2003）も参照しながら4，シュテッカーの少女時代を概観する。シュテッカーが22歳でベ
ルリンに発つまでを対象として考察した。
1 故郷エルバーフェルト
ヘレーネシュテッカーは1869年11月13日にブッパータール（Wuppertal）近郊のエルバーフェ
ルト（Elberfeld）で生まれた。エルバーフェルトという地域に関して，シュテッカー研究にとっては
特に以下3点を念頭におくべきであろう。まず第一に，紡績産業の伝統のある工業地帯であって，労
働者の組織化が早くから進んでいたこと。第二に，先進的女子教育の伝統が存在し，それを担う啓蒙
（３）
3 この遺稿の中のシュテッカーの自伝草稿を研究者はしばしば引用しているが，Autobiographie,
Lenbensabri,Lebenslaufなど様々に表記している。本稿では筆者が直接参考にした研究書での表記と引
用頁を記載することとした。
4 平和思想と社会主義に関しては，ランチュの『ヘレーネシュテッカー 平和主義と革命の間で』
（Rantzsch1984）が必読である。「母性保護同盟」の機関誌としての『母性保護』および『新世代』の分
析的研究としては，ハーメルマンの『ヘレーネシュテッカー 「母性保護同盟」と「新世代」』
（Hamelmann1992）が詳しい。シュテッカーにおける生殖コントロールをめぐる優生思想に対する批判
的研究としては，ハインの学位論文『ヘレーネシュテッカーにおける女性解放的思考と優生学的思考の
結合』（Hein1998）が最新の緻密な議論を集約している。女性視点からの哲学思想としてのシュテッカー
研究としては，シュトプチィック プフントシュタインの『愛の哲学者ヘレーネシュテッカー』
（Stopczyk-Pfundstein2003）が最新である。ニーチェ哲学との関係では，ハイデシュルップマンの
「哲学の急進化 ニーチェ受容とヘレーネシュテッカーの性政治学的ジャーナリスト活動」（Schlupmann
1984）がこのテーマのみを論じている。全て邦訳はない。
的人物がいたこと。第三に，キリスト教的には改革派の「覚醒運動」（Erweckungsbewegung）の拠点
の一つであったこと。
ブッパータールは，西にデュッセルドルフ（Dusseldorf），東はハーゲン（Hagen）から続く丘陵地
帯，南にゾーリンゲン（Solingen）を越えればケルン（Koln）に通じ，北側はドルトムント（Dortmund），
エッセン（Essen），デュースブルク（Duisburg）等の工業地帯が連なり，ライン川を越えればベルギ
ーやオランダの国境にも遠くはない位置にある。既に1840年代からデュッセルドルフからの鉄道が
通じており，ライン河沿いの最も古い工業地帯に属し，紡績産業が盛んであった。1848年にはエル
バーフェルトは革命的な労働運動の拠点であった。エンゲルス（Engels,Friedrich182095）はエルバ
ーフェルトの生まれである。1863年にラサール（Lassale,FerdinandJohannGottlieb182564）に率
いられて「全ドイツ労働者同盟」（AlgemeinerDeutscherArbeiterverein＝ADAV）が創設されるが，
エルバーフェルトではADAVの参加者が多かった。1871年から1907年までの帝国議会選挙におい
ては，ライン地方の35の選挙区から初めは2人，1893年から3人の社会民主主義の帝国議会議員が
選出され，例外なくヴェストファーレンの工業地帯，つまりエルバーフェルト，バルメン（Barmen），
ゾーリンゲンから出ていた（Rantzsch1984:19）。この地帯の労働者の組織率は高く，社会民主主義的
潮流は強かった。このような土地柄であったので，ヘレーネはベーベル（Bebel,FerdinandAugust
18401913）の女性論に10代で出会い，読むことが可能であった。
またエルバーフェルトでは1848年にドイツで最初の女学校教師（Madchenlehrer）の集会が行われ，
そこから「ドイツ高等女学校連盟」（DeutscheVereinfurdasHohereMadchenschulwesen）が発展し
た。この集会の主導者の一人であったリヒャルトショルンシュタイン（Schornstein,Richard）が，
ちょうどシュテッカー家の姉妹がエルバーフェルトの市立高等女学校に通った頃，この学校の校長と
なっていた。当時一般に高等女学校では主婦を天職と受け止める教育を授けていたが，この学校はシ
ョルンシュタインのおかげでそのような方針に一線を画した。「ドイツ高等女学校連盟」は1872年の
年次集会で，高等教育機関総体の枠内での女子校の平等化を要求した。このような平等化要求の流れ
の中にいたショルンシュタインは，理性と感性の統一された全体としての人間観を抱いており，既に
1866年の連盟への報告書の中で，女子もまた精神的生活の指導を与えられるべきであると主張して
いた（Wickert1991:15）。彼は精神的な発達に焦点をあてた青少年教育を構想して，女子教育にもそ
れを用いようとしたのである。シュテッカー姉妹にとって，このような方針の学校に通ったことの影
響は大きかった。
最後に，エルバーフェルトの宗教的環境が重要である。ドイツでは，南ドイツのカトリックを除い
て，ルター派の信仰が圧倒的多数派である。しかしエルバーフェルトの教区は改革派の「覚醒運動」
の中心地の一つであり，スイスのバーゼルとチューリッヒ，ドイツのブレーメン及びベルリンと緊密
な交流があった。エルバーフェルトの教区は，フリードリッヒヴィルヘルム 2世（Friedrich
Wilhelm II.18591941）によって解放戦争の後強行された教会統一に対し，議長クルムマッヒャー（F.
K.Krummacher）のもとで抵抗し，成果を得た地域であった。30年代や40年代の「覚醒運動」の中
で，ヘレーネの父親のペーターは個人的な啓示を得て，平信徒として伝道師になるべく召命されてい
ると思っていた。改革派の倫理観はとりわけ熱心な両親を通してシュテッカー家に浸透した。
（４）
2 家族
父親のペ－ターハインリッヒルートビッヒシュテッカー（PeterHeinrichLudwigStocker,
18391917）は，エルバーフェルトの商人であり工場経営者であった。織物業者の二代目である。ペー
ターはシュヴァーネン通り5番地（Schwanenstr.5）にあった仕事場を父親から譲り受けた後，それ
を小さな工場に改造し，洋裁材料店も増設して卸売商も営んだ。ここはヘレーネの生家であり，姉妹
はここで育った。この生家は第二次世界大戦で破壊されて今はない。両親の死後ペーターは，会社を
コルカー通り17番地（KolkerStr.17）の，相続した家屋施設の中に移転した。そこには多数の賃貸
住居に並んで，製糖工場1軒，仕立て屋の仕事場1軒，3軒の手工業工場，花屋1軒があった。更な
る拡張は，90年代に古い施設を賃貸に出し，共同経営者CRハイデフェルト（C.R.Heidfeld）と
提携した会社をキッポドルフ通り69/70番地（Kippodorfstr.69/70）に新設したことであり，当時は
少なくとも更に6軒の建物がシュテッカー家の所有であった。90年代半ばには家族は市の西北部の
ハーフェンベルガー通り160番地（HafenbergerStr.160）で生活し，別荘を製糸工場主ルイスジー
モンズ（Simons,Lois）に賃貸した。ジーモンズの2番目の息子コンラート（Simons,Konrad）は末娘
フルダの夫となった。1905年には既に父親の名はブッパータールの住所録に家屋所有者としては載
っておらず，財産を土地投機によって失っていたのであろうとヴィッケルトは推測している（Wickert
1991:193194）。
本来伝道者になりたかったペーターであったが，長男でもあり，父親の願いによって家業を継いだ。
経営者として事業をしながら，私的に宗教的活動と宗教問題の探求に力を注いだ。18751889年には，
ブッパータールで1838年に創設された青年教会（CVJM）の議長を務め，引き続き10年間はエルバ
ーフェルトの教区監督クルムマッヒャーの副総代を続け，18931897年には「内面的ミッション協会」
（VereinsfurInnereMission）の理事であった。エルバーフェルトのホッホ通り（Hochstrae）にある
改革派の墓地には現在もシュテッカー家の墓がある（Rantzsch1984:16）。
母親はフルダシュテッカー（HuldaStockergeb.Bergmann,18491921）であり，旧姓はベルクマ
ンと言った。フルダはブッパータールの農家の出身で，家事と子どもの教育に献身した。彼女も大変
宗教的で，子どもたちにカルヴァン派の教育を施した。ヘレーネ自身が，両親は共通の宗教的な確信
によって結ばれて，「幸福な」結婚生活を送った，と受け止めている。「両親は，私はそう信じている
が，全く幸福な結婚生活を送った。彼らは共通の宗教的確信を通してそのために義務付けられている
と思っていた」（Lebensabri＝Maierhof1995:28）。
ヘレーネは，8人きょうだいの長女であった。そのうち3名は幼くして亡くなり，5人の姉妹のみ
が育った。リザ（Lisa）の愛称で呼ばれるすぐ下の妹マルタ（MarthaElisabethStocker,genantLisa,
18731959）と次の妹リディア（LydiaStocker,18771942）の二人とは，ヘレーネは生涯にわたり交流
を持った。3番目の妹はヘニーと呼ばれたフルダ（HuldaJohanneSimonsgeb.Stocker,genanntHa
nny,18791959）であり，結婚によりジーモンズ姓になった。末の妹はマルガと呼ばれたマルガレー
テ（MargaretheSchmidtgeb.Stocker,genanntMarga,18901978）であり，結婚してシュミット姓に
なった。妹たちについては，ヴィッケルトが詳しい（Wickert1991:191,1934）。
ヘレーネのすぐ下の妹のマルタは，初めはエルバーフェルトの製糸工場ルイスジーモンズで秘書
をしていた。ルイスは妹フルダの義父となる。ルイスの死後1905年にはマルタは光学産業の連盟で
（５）
働き，20年代以降ベルリンで生活していたが，1933年に彼女の上司がユダヤ人であったため解雇さ
れた。ナチス時代はロシア軍の進駐まで，ベルリンに残されたヘレーネの住居で妹のリディアととも
に暮らした。
ヘレーネの2番目の妹のリディアは，「生命力が強い」と言われていた。リディアは19011902年
にはベルリンでヘレーネと一緒に住んだ。ドイツ文学，歴史を学び，更に宗教はアドルフフォン
ハルナック（Harnack,Adolfvon18511930）のもとで学んで，シェーネベルク（Schoneberg）で教師
をした。女性教師の組織では積極的に活動し，SPD（SozialdemokratischeParteiDeutschlands）の党
員であった。1920年代は「学校改革同盟」（BundentschiedenerSchulreformer）と「平和と自由のた
めの国際女性同盟」で働いた。1933年に退職し，先述のようにナチス時代は姉マルタとともにヘレ
ーネの住居に住んだ。1942年にハルツでの休暇中に亡くなった。
ヘレーネの10歳年下の3番目の妹フルダは，2年間のローザンヌ（Lausanne）とイギリスでの全寮
制寄宿舎生活の後，エルバーフェルトの市立図書館で働いた。隣人の若い息子コンラートジーモン
ズと婚約し，コンラートがベルリンで学び，学位を得てから結婚した。1905年にダンチッヒ
（Danzig）に移住し，娘インゲ（Inge）が誕生，1908年に息子が誕生した。イエナ（Jena）大学の教授
職のあとにコンラートはラプラタ（LaPlata）の教授として招聘された。コンラートは1918年にそ
こで亡くなった。フルダはラプラタの大学図書館で働き，1950年に館長代理として年金生活に入
った。1933年までは規則的に，ドイツとの間にジャーナリスティックで文学的な接触を保っていた。
1938年から長姉ヘレーネを経済的に支援した。
末妹マルガレーテはダンチッヒでアビトゥーアを終え，初めは家庭教師になり，第一次世界大戦中
は兵舎を管理した。19211933年には学生寮の寮母をしており，1933年にベルリン近郊のテンプリン
（Templin）の学生寮に移った。1942年に結婚しシュミット姓となる。1945年にベルリンからアロル
セン（Arolsen）に転居した。亡くなったのは1978年である。
姉妹にとって，母親との関係は「非常に困難な」ものであった。マイアーホーフはヘレーネの日常
をやや詳しく描写している（Maierhof1995:28）。母親は「父親よりも神経質」であり，子どもたちの
小さな誤りや悪い行動に対して激しく反応した。母親の「激しさ」に子どもたちは悩まされた。父親
はほとんど叱らなかった。父親が子どもたちと一緒のときにはいつも子どもたちは大きな喜びを感じ
ていた。クリスマスは最高の家族行事であった。父親は夕方ハーモニウム（オルガンの一種）を演奏
し，母親と一緒に聖歌を歌うことを好んだ。ヴィッケルトによれば，ヘレーネは母親を過度に疲労し
ていると感じており，特に度重なる出産のために神経質であって，皿が割れたというような「相対的
に無意味なこと」を叱った。ヘレーネは10歳ぐらいのとき，「母子の間にある疎外感を少しでも克服
するため」，母親に夕方皆一緒にアンデルセン（Andersen,HansChristian180575）を読むよう説得し，
成功したので感謝したことがあった。母親が唯一の息子の出産の後ひどく病んだので，長女のヘレー
ネは主婦役と母親役を果たさねばならなかった。ランチュによれば，ヘレーネは「情熱的で知的とい
う点で自分に似ている妹たちを，母親的な誇り以上のものを以て教育しようとした」し，妹たちに自
身と女性解放のための「将来の共闘者」を見ていた（Rantzsch1984:17）。妹たちは外見も皆ヘレーネ
と非常によく似ている。このようなヘレーネの教育方針は父親との関係を気まずくしたであろう。し
かし，ヘレーネは子ども時代には大人になったら父のような男性と結婚することを願っていたほどで，
表立って父親を批判することはなかった（Wickert1991:19）。
（６）
祖父母は孫たちと毎年夏にはラインラントに旅行し，それは姉妹には「子ども時代の最高の歓び」
だった。シュテッカー家には，数世代を通して旅行の歓びが伝えられていた（Wickert1991:19）。母
性保護運動を開始してからのヘレーネも本当によく旅行をした。講演旅行もしたが，夏季休暇中には
アルプスや北欧旅行を堪能している。旅行によってエネルギーを回復することは，このように家族の
習慣に由来するものでもあった。
学校教育の始まる前にほぼ4歳でシュテッカー家の子どもたちは皆いわゆる幼稚園に入り，小学校
（Volksschule）の後は当然更に高等女学校（dieHohereMadchenschule）に進んだ。父親は中産階級の
地位相応の教育を娘たち全員に受けさせようとしたのである。
3 改革派キリスト教の倫理観
シュテッカー家はブッパータールの改革派教区の中にあって，姉妹は皆改革派の伝統的形式で洗礼
を受け，敬虔主義的宗教性の深く浸透した雰囲気の中で育った。改革派教会の理論はツヴィングリ
（Zwingli,Huldreich14841531）とカルヴァン（Calvin,Jean150964）の理念に基づいている。全世界
に及ぶ教会への共属性の意識は19世紀初頭に強められて世界伝道運動が高まっていた。教会生活は
断念と奉仕と自己管理の教育によって徹底されていた。私生活でも教会の中でも装飾を拒否した。神
の絶対的卓越性による救済計画という倫理的基盤に基づき，三位一体の聖式を強調する教会組織に
平信徒は参加した。改革派の信念の中では人々はより高い自己を探求せねばならなかった。日常生活
は極めて禁欲的で，倹約的な質素なものであった。
ヘレーネの父親は毎日3回家族一緒に聖書を読み，非常に厳格で潔癖な道徳観によって禁欲的な生
活スタイルを貫いた。夕方は賛美歌がハーモニウムによって奏でられ，日曜日の教会行きは強制され
た。両親二人ともが厳格な「覚醒運動」に所属していて，自分たちがそれぞれ「神との個人的結びつ
き」のうちにあると信じていた。復讐心の克服，進んで人助けすること，全ての人の平等，「反資本
主義的心情」が，幼いうちから子どもたちの心に刻まれた。「与えることは奪うことより幸いである」
と両親は言い，また行動で示した。
この厳格な信心深さにヘレーネは早くから反発し始め，子どもながらも宗教的問題に批判的に対決
した。へレーネにとっては多くが矛盾して見えたが，不信仰は両親を「驚かせ悲しませる」だろうか
ら，家庭では信仰問題を話し合えなかった。両親に教えられた価値観の限界の体験は既に5歳のエピ
ソードで示されている。当時5歳のヘレーネは黒人の異教徒の悲惨さを「子ども学校」で教えられ，
彼らの救済のためには何でもしようと思った。「両親からいつも『与えることは奪うことより幸いで
ある』と聞かされており，彼らはそれによって生きようと本当に真剣に努めていた。そこで私はその
とき 2ターラーであった私の全財産をこの不幸な者のために捧げようとした」（Autobiographie＝
Stopczyk-Pfundstein2003:28）。すると両親はその半分で十分であると言い，ヘレーネは失望した
（Wichert1991:17）。シュトプチィック プフントシュタインはこの出来事について，以下のように後
の性道徳批判にまでつなげて解釈している。大人の絶対的に響く格率（Maxime）は自身の財産が脅
かされない限り通用するだけだとヘレーネは理解したが，両親を拒否したり抗議したりはせず，しか
し内面的に格率を二重性のもとに解釈することを学んだ。この見方は性道徳と結び付いたとき「二重
道徳」の批判に通じていく。人々は外面的には社会が好む価値や規範を掲げながらも，他方でタブー
視される秘密の「私的道徳」を持つのだとヘレーネは理解し，やがてキリスト教道徳や教父の禁欲的
（７）
性道徳に対する批判としてこの「二重道徳」を扱うようになる（Stopczyk-Pfundstein2003:2930）。
家事と妹たちの世話と学校の課題の合間に，ヘレーネは読書熱に取り憑かれ，答えを書物の世界に
求めるようになった。「両親の家では文学は厳格に彼らの正統信仰の内容に基づいて吟味され，この
試験に合格してようやく許されたので，ダンスも劇場に行くことも（中略）禁じられた喜びに当時
は属したそこで私は当然ながら知見を他の方法で増すという願いを感じていた」（Lebensabri
＝Maierhof1995:29）。ヘレーネは異教，ユダヤ教，キリスト教のどの宗教が正しいのか説明出来ず，
神の前に立てるためにはどれが「正しい」宗教なのかと苦しんだ。「人が持ち，それによって生きね
ばならない『正しい教え』はどれなのかを，どのように知ることが出来るのか。私は毎日様々な告白，
宗教，発展段階があると体験した」（Autobiographie＝Stopczyk-Pfundstein2003:29）。人生のあらゆ
る難しい決断と宗教的な疑いを免れるために，子どものまま死なせてくれたらいいのにとしばしば祈
り，両親には言えない宗教上の疑問をヘレーネは日記に記した。このような疑問と不安は堅信志願者
教育を受けるときまで続いた。
ヘレーネは14歳になる以前に，地獄と悪魔についての教説を疑うようになっていた。「善と贖罪の
具現である神が，哀れな，誤まる人間を無限の苦悩の中に置き永劫の罪を下すなんて，私には想像で
きないし，彼を愛せない」（Autobiographie＝Wickert1991:2122）。「私には柔和と慈しみの教えが永
劫の罰の脅しとは相容れなかった。『死者の復活』の際の最後の審判のこの脅威は，人が天国の至福
あるいは決して終わらない苦悩へと裁かれるよう初めて決定されるものだが，この問題は私の子ども
時代を本当に不安にした」（Autobiographie＝Stopczyk-Pfundstein2003:29）。「永劫の報復の脅しの悪
夢から自分を解放するのにまだ成功していない10歳から14歳の間に，私はどのように人は永劫の罪
と言うかの恐ろしい運命を逃れられるのかと一晩中あれこれ思い悩んだ」（Autobiographie＝
Hamelmann1992:16）。ヘレーネは硬直した信心深さに息苦しさを感じ，その懐疑は自分の堅信礼の
際に誓願を立てることを拒否するまでに大きくなった。両親と説教者に懇願されてようやくヘレーネ
は信仰告白をした。「聖書は特に詩と山上の垂訓において，愛敵と反資本主義的心情と援助の通告
を伴って，まさに深い印象を私に及ぼした。それに対して私は教会の教義には既に非常に早い時期か
らなじめず，ほとんど受け入れられなかった。そこで私は堅信礼のとき誓願を拒否した。ただ両親と
説教者に特に懇願されて公然たる拒絶は断念した」（Lebenslauf＝Bockel1991:6）。
このような教義と教会への批判とヘレーネ自身の倫理観との関係を，研究者はどのように捉えてい
るのだろうか。ヴィッケルトは，ヘレーネの後年の「新しい倫理」への努力を，改革派教会の世界伝
道運動の倫理的特色を保持したものと見ており，ヘレーネの活動に特徴的な，国家組織や政党に距離
をとる姿勢は，確実に改革派の世界観にその源泉があると解している（Wickert1991:17）。ハインに
よれば，ヘレーネは一生涯キリスト教の隣人愛と慈悲の観点と結びついたままであったにもかかわら
ず，硬直し生の喜びを断つ宗教的あるいは道徳的な信仰原理の限界を探る必要性や，新しい道を求
め精神的自立を求める必要性を早くから自分のために認識していた（Hein1998:65）。ハーメルマン
によると，慈悲の教説と永遠の罪科との矛盾に疑問を抱いたヘレーネは，そこから逃れるために世界
文学と同時代の文学作品を読み，ニーチェの哲学に鼓舞されて，両親の家の雰囲気と家族を支配し
ていた道徳表象から解き放たれたのであるが，それでも少女期の厳格で敬虔なキリスト教教育はヘレ
ーネの倫理観の基礎であり続けた。「教義を厳しく守る教育を通してキリスト教的倫理の基礎が作ら
れ，それはヘレーネシュテッカーのライフワークに決定的な影響を与えた」（Hamelmann1992:16）。
（８）
またランチュによれば，「両親の敬虔さ，教育の宗教的厳格さはヘレーネシュテッカーをおおよそ
抑圧するものであった。カルヴァン派の教育は彼女にまず第一に神の前の謙虚さを，『神によって予
め定められた』運命，異議を唱えることなく直に自己に受け入れるべき運命に対する服従を要求した」
（Rantzsch1984:22）。そしてこのような運命論の上に，ヘレーネは，ニーチェの意志哲学によって，
人生の肯定と宗教的な運命服従に対する選択肢を発見したと信じた，とランチュは述べている。シュ
トプチィック プフントシュタインは，それでもヘレーネが「無神論者」にはならず，「イエス」を
信じたことを重視し，「それゆえ決して生涯無神論者にはならず，初期キリスト教の『イエス』を信
じ，それを，彼女は70歳で書いた自伝のなかで特に，人間の善良さと愛の告知の権化として理解し
た。『二重道徳』の現象は，人が自分では最後まで成し遂げ得ない道徳的要求を他者に突きつけるこ
とで成り立つ。人は二重の道徳的価値体系や関係のうちに生きている」（Stopczyk-Pfundstein2003:
2829）と総括している。
この問題に関するシュテッカー自身の言葉による帰結は次のようなものである。「私の両親の家の
宗教的精神，倫理的心情環境は，私の場合教条的要素の克服の後で，天国を地上に創造する努力の中
に置き換わった」（Lebensabri＝Hein1998:65）。教義と教会組織から離れて後も，キリスト教改革派
の倫理観はヘレーネの基盤であり続けた，と筆者も考えている。単純な信仰を脱した後に，運命を受
け入れることは意志によって人生を切り開くことと矛盾せず，両者は高次において統一され得るので
ある。
4 文学，特に『ファウスト』をめぐって
1879年から1889年までヘレーネはエルバーフェルトの高等女学校に通ったが，早くから詩作し，
小説を書き始めた。読むことと書くことはヘレーネに新しい世界を拓いた。この高等女学校5は既に
1845年からリヒャルトショルンシュタイン校長に導かれて，70年代の終わりにはラインラントと
ヴェストファーレンにおける高等女学校の模範校になっていた。ショルンシュタイン校長は成長する
女子に人格形成を可能にさせようとしたので，学校は少年のためのギムナジウムやレアルシューレの
ように組織され，更に手芸と家政の授業が用意されていた。ヘレーネはこの高等女学校時代に，自立
的思考と感情と願望の統合を学び，生涯にわたって理性と感性を調和しようと試みるようになる。ヘ
レーネは特にドイツ文学に関心を持ち，歴史と地理と外国語を好み，反対に数学と手芸は嫌ってい
た6。
ヘレーネは体験を日記に綴った。学校の宿題の作文は原則的にいつもその日の早朝に書いたが，し
ばしば最高点を得た。ゲーテ（Goethe,JohannWolfgangvon17491832）の「魔王」に関するテーマ
で小説を書いたときには，女性教師が本当に自分独りでやったのか尋ねた（Wickert1991:20）。「私が
文章を通して成熟を示し始めたときに，ある女性教師と内面的な関係が自然に生じた。（中略）彼女
は作文を返すとき，私がそれを本当に独りで書いたのかといつも繰り返し強く聞いてきた。子沢山で
家事がある私どもの家で，いつも手渡す直前の朝に私が初めて書くことにしている文章を，例えば手
伝うといったことがどうして母の頭に思い浮かぶというのか，と私は内心考えて笑わざるを得なかっ
（９）
5 1858年に私立から市立になった。
6「縫い物への嫌悪は人形の洋服を縫うことから始まってその頃から私に特徴的だった」（Lebensabri＝
Maierhof1995:29）。
た。私は目覚まし時計を早朝5時に設定した。そして容赦なく9時に提出せねばならないという強制
のもとに作文は書かれ渡された」（Lebensabri＝Maierhof1995:2829）。ヘレーネの文才は早くから
発揮された。
ヘレーネ自身によれば，彼女は「控えめな」「内気な」子どもだった。ヴィッケルトは，ヘレーネ
が7歳の頃「密かな恋愛詩」を書いて，遠くから一人の少女に寄せていた思いを，「初恋のようなも
の」であったと解説している（Wickert1991:20）。「私が密かに好きだったのは一人の同級生で，彼女
は非常に才能があり外面的にも大変に魅力があったので，教師からも同級生からもとても愛されてい
た。7，8歳の子どもとして不器用にまとめた私の生涯最初の詩は，この密かに好きだった同級生に
向けられたが，私はこの傾倒を決して示そうとしなかった。私たちがある日彼女の家の近くで偶然出
会ったとき，彼女は私に一緒に来て彼女の庭を見るよう招いた。（中略）彼女は私に庭の花をくれて，
私は密かに敬愛する同級生の共感のこの印を，畏敬の念を以てメモ帳に押し花にして何年も持ってい
た」（Lebensabri＝Maierhof1995:29）。
ヘレーネは1886年17歳のとき，アッディフォイクト（Voigt
7,Addi）と知り合い親友となった
が，それは偶然にも幼い日のあの少女であった。「私たち若者を当時精神的体験という点で捉えたも
のは全て，彼女と私は分かち合った」（Lebensabri＝Maierhof1995:29）。エルバーフェルトの書店
（BuchhandlungMartinHartmann）の貸し文庫で，二人はその後の精神的発達の基礎となる書物の世
界へ導かれていった。店主はヘレーネに信頼を寄せ，読みたい本は全て読んでいいと許してくれてい
た。19歳でヘレーネは学問的な著作を借りて読むことが出来た。後にヘレーネとアッディは二人と
もベルリンに赴く。
画家になりたかったアッディは，母親の反対を押し切り1892年にヘレーネとともにベルリンに出
た。初めは同じ家に下宿した。アッディは画家ワルターライスチコフ（Leistikow,Walter）に師事
し，ミュッゲルゼー（Muggelsee）での修業時に彼に深く傾倒したが，彼がアッディの愛に答えなか
ったため失望してブッパータールに帰郷した。ヘレーネから見ると，アッディには高い理想主義と均
衡をとるべき現実感覚が欠如していた。ヘレーネはアッディを「夢遊病者」のように危うい姿で思い
出している。ヘレーネは後にアッディの両親から，アッディが精神的藤を抱え，治療のために精神
病者の施設に収容され，外部との接触を断たれて何週間も暗い部屋に閉じ込められていたことを知ら
される。
ヘレーネは次のように書いている。「私たちを十年間結び付けた非常に親密で内面的な友情が生じ
た。友情は，もしも非常に悲しいことが起こらなければ，私はそう信じているが，生涯を通じて私た
ちに伴ったであろう。この非常に才能に恵まれた，花咲いている，美しい，誰からも（中略）愛され
るあるいは驚嘆される人間，大いなる，人格的に愛されるに値するものを持つ者が，若年精神錯乱と
いう重い運命に襲われた。彼女はなお数年施設での生活を余儀なくされ，最後に自身の（中略）生涯
を終えるまで，カトリック信仰を維持した」（Lebensabri＝Maierhof1995:29）。もともとアッディは
プロテスタントの宗教教育を受けていたが，改宗してカトリックの療養施設に移った。40歳でアッ
ディは自ら生涯を閉じた。ヘレーネは1897年夏アッディをカトリックの施設に訪問したが，それが
最後の面会になった。その後もしばしば，友を救えたのかどうか，どのようにしたら救えたのか，と
（10）
7 マイアーホーフはVogtと記しているが，ここではヴィッケルトの綴りを採用した。
ヘレーネは自問し続けた。アッディの運命はヘレーネに人生における挫折の可能性を見せることにな
り，友もまた自立した女性の道を歩みたかったに違いないと考えさせた。このアッディの姿は後にヘ
レーネの小説『愛』（StockerLiebe1922）8の中で，主人公イレーネ（Irene）の同郷の幼友達で，不幸
な恋愛によって精神的に病み，施設に収容されてカトリックに入信し，死を迎える親友リリィ（Lili）
の姿として描かれる。
ヘレーネは，ゲーテの『ファウスト』（Faust）は彼女にとって聖書のようなものであるとの見解を
後に記すが，『ファウスト』は10代でヘレーネの世界に入ってきた。「13，14歳で既に密かにお小遣
いで，私の生涯を通して深く印象を残した2冊の本を買った。それはレクラム文庫のゲーテの『ファ
ウスト』とベッティーナフォンブレンターノ（Brentano,Bettinavon）
9の『ゲーテとある子ども
との往復書簡』（GoethesBriefwechselmiteinem Kinde）であった」（Autobiographie＝Stopczyk-
Pfundstein2003:30）。ヘレーネがロマン主義の女性たちへの関心を呼び起こされたのは，ベッティー
ナのこの書物から始まっていた。ロマン主義の女性たちは自分たちの時代の「道徳観と価値基準を破
ることを恐れなかった」のである（Bockel1991:6）。このようなロマン主義の女性への関心もヘレー
ネの方向性を決定づける要素になった10。
ヘレーネの『ファウスト』の読みは独特で，また決定的な印象をヘレーネに与えた。それは現代的
に言えば女性視点によるものである。「今日私が『ファウスト』の最初の教訓のことを振り返るとき，
その中では認識問題よりもグレートヒェン（Gretchen）の悲劇が私を驚愕させたと思う。どれほどの
憤怒を伴って，性関係の暴力と悲劇の最初の印象が私に当時どれほど影響したか私は言い表せない，
（中略）女の子にはこの早い出会いは決定的な影響を与えずにはおかなかった。恋愛が人生に入り込
むときどのような危険が女性を脅かすかが，この物語の中では非常に極端な破滅の運命と言う姿で描
かれていた。男性パートナーはこの結びつきにおいてひどく弱く冷淡だと分かったこと，彼は共通の愛の
破滅的帰結の前に助けも救いももたらさないことはここで仮借なく明らかであった」（Autobiographie＝
Stopczyk-Pfundstein2003:3233）。この点について，「性的関係の暴力と悲劇」はヘレーネを憤慨させ，
恋愛が人生に入り込むとどんな危険と運命が女性を脅かすことになるか，と言うことをヘレーネは初
めて学び，社会的，道徳的抑圧が「弱い」性の側にのみ向けられることも認識した，とヴィッケルト
は強調している（Wickert1991:22）。グレートヒェンの悲劇，つまり婚外子の母親への社会的蔑視は
ヘレーネの関心を，男性に支配された社会において女性が体験せねばならない「窮屈な役割」へと導
き始めた，とボッケルも解説している（Bockel1991:6）。
筆者自身は『ファウスト』を読んだとき，男性のファウストに自己移入してファウストの憂鬱に感
応はしても，決してヘレーネのように，グレートヒェンの側に立って女性という性の抑圧の不合理に
思いを致すことはなかった。そのことを思い出し，ヘレーネの女性としてのこの読みには驚かされた。
どうして10代の知的な少女が，男性に誘惑されて妊娠し出産し捨てられて犯罪者となった純粋だが無
知で哀れな娘に，自己移入できたのだろうか。ヘレーネの早熟さに舌をいた。シュトプチィック
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8 小説『愛』の内容については掛川論文を参照（掛川 2008）。
9 ベッティーナフォンアルニム（Arnim,Bettinavon17851859）の旧姓だが，本当はブレンターノ姓
にはvonはなく，ヘレーネの思い違いであろう。ベッティーナは幼少期にゲーテとその母を知っており，
ゲーテと書簡を交わすこの子どもとは彼女自身のことである。
10 ヘレーネは，学位論文のテーマを初めはベッティーナフォンアルニムにしようとしたほどである。
プフントシュタインは，ゲーテのグレートヒェンの強烈な印象は，恐らくヘレーネを後に，未婚の母
と子の生活条件の改善とその権利のための闘争へと献身させることになった，と指摘している。シュ
トプチィック プフントシュタインによれば，美学と倫理学はヘレーネにおいては一致せず，ヘレー
ネは美学よりも哲学的＝倫理学的眼差しによって，「問題意識」を持って思索する者になった。芸術
や学問において偉大な人物に対しても，対決する自立的女性哲学者になった，と言うのである。ゲー
テやニーチェといった驚嘆すべき「詩人」，「思索家」に対しても，倫理的人物としては全てを良しと
はしない批判的態度をヘレーネは貫くことになる。ヘレーネは1932年にゲーテについて次のように
書いている。「彼の比類なき詩作，『ファウスト』と『イフィゲーニェ』（IphigenieaufTauris）と抒
情詩を書いた者への深い感謝は，グレートヒェンの創造者が法律家と大臣として子殺し女に死刑の宣
告を下させたことを，私に忘れさせはしない。それは私たちが痛みを伴なってのみ認める，最愛の人
物の上の影，深い影である」（Stopczyk-Pfundstein2003:35）。ヘレーネは事実，後に「ゲーテ協会」
に入会してもゲーテ信奉者とは一線を画す。ニーチェについても同様である。
そしてまたヘレーネは，ゴットフリートケラー（Keler,Gottfried181990）の『村のロメオとユ
リア』（RomeoundJuliaaufdem Dorfe）から，「男性と女性の間の愛においては，心理学的統一に
おいても，醜いものや尊厳を低めるものは存在する必要がない」ということを体験した（Wickert
1991:22）。「死を覚悟した二人の恋人は，この感性の力の前には矮小さや原罪は存在しないと言うこ
とを私に理解させた。（中略）覚醒した女性には愛の感情は最高のものである。それを矮小さ，衝動，
あるいは醜さと結びつけて見いだすのは耐えられない考えである」（Autobiographie＝Stopczyk-
Pfundstein2003:33）。「高度に感覚的愛」をヘレーネは旧約聖書の「雅歌」からすでに体験しており，
後に「新しい倫理」に発展させた，とシュトプチィック プフントシュタインは解釈している。父親
ペーターは「雅歌」を家族に読んで聞かせていたが，それを「原罪」と結びつけなかった。「子ども
時代からヘレーネシュテッカーは，感覚的愛を倫理的善さとして把握することを試み，後にそのた
めに「新しい倫理」を創造した」（Stopczyk-Pfundstein2003:30）。ペーターが，「雅歌」に見られる性
愛の表現を罪意識に結びつけずに受け入れていたことには，注目せねばならない。一般に宗教文化の
中においては，性愛を罪悪視しないでいることはなかなか困難であろう。父親を通しての雅歌肯定と
いう根源的な性愛表現肯定の体験（ペーターは神学的に象徴的に読んだとしても）があったとすれば，後
に見られるヘレーネのあれほど強烈な性愛肯定も理解出来るように思われる。
両親は世俗の危険から娘を守るために読んでよい本を限定していたので，ヘレーネは密かに知識欲
と探究心を満たそうとした。両親に告げることは出来ずに神への信仰に関して不安と懐疑に苦しんで
いたヘレーネは，文学の世界に慰めと同感と探求を見いだすことを求めていた。ヘレーネが文学に魅
せられ，知識欲に燃えて，早熟であったことを示すエピソードがある。14歳であった1883年のクリ
スマスに，ヘレーネはロマン主義者のことが学びたくて，当時広く読まれていたロベルトケーニッ
ヒ（Konig,Robert）の文学史を望んだが，その代わりに贈られたのは人形であった。「しかし私は，
この切なる心からの願いが満たされないままであることに深く失望し傷ついた。その代わりに母は私
にもう一度人形を贈ってくれた。（中略）恐るべき早熟さから私を，今や実際に精神的に成長してそ
こからは既に離れてしまった子どもじみた段階に再び引き戻そうとすることは，勿論全く無益な試み
だった」（Lebensabri＝Maierhof1995:29）。この文学史は翌年になって贈られたが，当時の失望感は
痛ましいものであった。ヘレーネの精神的世界は文学によって豊かで深いものになっていった。
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5 ベーベルの女性論とニーチェ哲学との出会い
エルバーフェルトでヘレーネは，その後の人生に決定的な影響を与える2冊の本と出会った。1冊
はアウグストベーベルの『女性と社会主義』（DieFrauundderSozialismus）であり，19歳で初め
て手にした。もう 1冊は，21歳でエルバーフェルトの図書館で見いだしたオーラハンソン
（Hansson,Ola）の小冊子『フリードリッヒニーチェ 人物と体系』（FriedrichNietzsche.Seine
PersonlichkeitundseinSystem）であり，1890年にライプチッヒの出版社から出されたものである。
当時ベーベルとヘレーネが個人的接触を持つことはなかったし，ヘレーネもベーベルの著作から具
体的にどのような影響を受けたのかは書き残していない（Wickert1991:22）。しかしベーベルの女性
論は，ヘレーネに女性の抑圧を見る眼を鋭く意識させ，女性解放の方向性を示した。ベーベルは
1887年と1888年に何度も講演者としてエルバーフェルトを訪れていた。「社会主義者鎮圧法」の間
もエルバーフェルトの労働運動は抵抗を続けており，1883年には圧迫への反動としてダイナマイト
襲撃事件も起きた。ランチュによれば，19歳のヘレーネはエルバーフェルトの社会主義者裁判の報
告に特別に注目して追跡していた。当時エルバーフェルトでは，「社会主義者鎮圧法」時代における
西ライン地方の工業地帯での最後で最大の裁判が行われていた。1889年3月にエルバーフェルトで
128名の社会民主主義者に対する告訴が行われ，その中に帝国議会議員であるベーベル，ハルム
（Harm），シューマッハー（Schumacher）も入っていた。法的制約のもとではあったが労働者に資本
主義的搾取とプロイセンの軍国主義国家に対する行動を呼びかけた被告人が，法廷の中では既存の制
度に対する告訴人となり，法廷は労働者階級の解放という理念を宣伝する劇場のように機能した。市
民の新聞は，大衆を威嚇するために計画された裁判がさながら「社会主義者会議」となったことを認
識せざるを得なかった，とランチュはこの裁判を評してベーベルのヘレーネへの影響を論じている。
「ヘレーネシュテッカーはアウグストベーベルを読むことで初めて，ドイツの労働者運動のな
かでの活動や特に女性の平等のためのその影響と理論的著作を通して，その更なる人生行路を決定的
にすることになる男性に出会った。彼女の深い正義感と，彼女の見解によれば抑圧されその発達を彼
女自身のように狭められたすべての者への連帯は，若い娘ヘレーネに単純な人間，特に労働者の運命
との結合の感情を育てた。ヘレーネシュテッカーが90年代に書いた最初の著作の中で，彼女はそ
れゆえしばしば権利を求めての女性の闘争を労働運動の革命的闘争に比した」（Rantzsch1984:2021）。
確かにベーベルは，社会主義的な未来社会における解放された女性像を描いていた。これは後にヘレ
ーネが生涯をかけて従事することになる基本的未来構想に通じていることを，マイアーホーフも指摘
している（Maierhof1995:29）。
後に1913年に『新世代』におけるアウグストベーベルの追悼辞の中でヘレーネは，ベーベルを
「女性の友」，「女性の，包括的，社会的，経済的，精神的そして性的な解放のための最初の闘士」と
呼んだ。またヘレーネは1932年には，ベーベルの書はタブーを破り女性に解放への扉を開いた，と
要約している（Wickert1991:22）。ベーベルの側でも，1905年の「母性保護同盟」の創設のときから
会員となって協力した。また性改革運動においても，ベーベルはヒルシュフェルトの同性愛擁護運動
にもヘレーネ同様賛同し，協力的であった。ベーベルの存命中は，これらの民主的な運動は，ベーベ
ルの人格の影響もあってか，社会民主党員と良好な関係を保っていられたのである。
ニーチェの哲学は，確かに後にヘレーネの「新しい倫理」と言う理論に決定的な影響を与えること
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になった。ヘレーネはニーチェ哲学に関して，「私はここに，より深くそれに携わることを要求する，
全く一度切りのもの，異常なものがあると感じた」（Maierhof1995:29）と書いており，それは初めは
「稀で，なじみない，前代未聞の」（Wickert1991:23）教説としてヘレーネの前に現れた。ヘレーネが，
「生きているものの中で他のどんな精神にも私はこれほどに深く結びつけられているようには感じな
い」（Maierhof1995:29）と告白するほど，ニーチェ哲学はヘレーネに決定的であった。ニーチェによ
ってヘレーネは「正統信仰の教条主義」から最終的に解放された。
ヘレーネにとってニーチェ哲学は生涯に亘り影響力をもった。ヘレーネはベルリンで早い時期から
ニーチェ哲学とニーチェの女性像に関して講演し，文章を発表した。1888年に倒れたニーチェは
1900年の死に至るまで精神錯乱のうちに生きたが，ヘレーネはニーチェの足跡を，彼が188088年
夏期に過ごしたエンガディーン（Engadin）のジルスマリア（Sils-Maria）にっている。またヘレ
ーネは1897年10月にはワイマール（Weimar）にニーチェを訪問している。更に後年ヘレーネは亡命
中でもなお，ナチズムの時代におけるニーチェの理論の誤った受容に関する書物の執筆を計画してい
た（Maierhof1995:29）。ヘレーネが52歳で発表した小説『愛』では，全編を貫いて主人公イレーネ
はニーチェ哲学によって自己省察を続けている。情熱的で，精神的な成長を渇望し，人生の憧憬をい
だく主人公イレーネと同様，若いヘレーネは偽りの自己犠牲理論と不健康な禁欲を拒否し，自己探求
を続け，人生の正しい道を歩むべく，困難に挑み，答を探して，哲学的教説と世界文学の中に知見を
求めた。両親の家の，信心に凝り固まった，小市民的な生活観や道徳観ならびに保守的な女性像に直
面していた21歳のヘレーネに，ニーチェ哲学は強烈な解放の理論を提供した。
「自己を意識し理念にれた折衷主義者としてヘレーネシュテッカーはフリードリッヒニーチ
ェの哲学に仕え，それを再評価した。彼女の道徳批判と『新しい倫理』の表象は本質においてニーチ
ェに影響されている。それでもなおそれとは異なる立場である」とマイアーホーフは記す（Maierhof
1995:2930）。確かにニーチェはキリスト教とそれに基づくモラルの根本的批判をなした。「神は死ん
だ」というニーチェの言説は破壊的な影響力を持っただろう。やがてヘレーネはニーチェの価値転換
を男性的な価値観からの転換として解釈した。マイアーホーフによれば，ヘレーネは後に「これはい
まや私の道であるおまえたちの道はどこにあるか道，すなわち存在しない道は」というニーチェ
の言葉に「固執した」と指摘されている（Maierhof1995:30）。ニーチェによる自己覚醒の呼びかけに
女性として答えたのである。誰も行かない道を歩むことと，ドグマからは解放されはしたが幼い頃か
ら信仰によって鍛えられた信念の道を，しかも女性として歩むことは決して矛盾しない，と筆者は考
える。
またヴィッケルトは，ニーチェについてのヘレーネのやや意外にも思われる感想を記している。硬
直した信心深さとは異なるあるもの，「もっと別の非常に本質的なものを，私はニーチェを通して早
くに学び，私の全人生のために把握した。それは，その本質と存在にとっての人間の責任のなさ
（Unverantwortlichkeit）である。それは人間に関する判断においてとても控えめな態度へと導く。な
ぜなら，一人の人間にある全ての善いものはその者の功績ではなく幸運なのであり，悪いものはその
者の不運なのだということを，人はいつも現在的に念頭に置かねばならないのだから」（Autobiographie＝
Wickert1991:23）という文章がそれである。ヴィッケルトはヘレーネがその種の考え方を，堅信志
願者のための講義を介して学んだ「改革派の予定説」によって，既に知っていたと指摘している。だ
とすれば，ヘレーネ自身の言葉によっても，ヘレーネはニーチェ哲学，特に運命愛の思想を，改革派
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的に解釈していたことが確認出来よう。
後の小説『愛』において，確かに主人公は，自身の生き方にとって恋愛の喜びと苦悩を運命と見定
め，受け入れ，自身の決断によって乗り越えようとする。その過程の中で繰り返しイレーネのニーチ
ェ解釈は深められ言及される。小説の中で，イレーネはキリストとニーチェをともに人生の教師と呼
んでいる。筆者は，ヘレーネは根本的にキリスト教によって決定づけられた倫理観によって生きたと
解釈しているが，それは教会という組織に忠実な信心深さではなく，聖書を通して個人の精神の中に
深く内面化された倫理観であり，ニーチェ的キリスト教である。逆説的ではあるが，キリスト教的に
解されたニーチェ主義と言ってもよいであろうと考えている。ヘレーネの慈愛深さは理想主義的未来
主義である点で，「遠人愛」的である隣人愛であった。貴族主義的，ブルジョア的ニーチェは隣人愛
を否定して「遠人愛」を主張したが，社会主義を受け入れ労働者への眼差しと連帯を手放さないヘレ
ーネは，未来を志向しながらも隣人愛を決して捨てなかった11。
6 ベルリンへの旅立ち
女性の生き方に自覚的になっていたヘレーネは，父親に同行して短期間ベルリンに滞在したおり，
市民的女性運動の代表者たちと初めて接触した。当時女権論者として有名であったミナカウアー
（Cauer,Minna18411922）はヘレーネを「若き女性闘士」として非常に喜んだ。その縁でヘレーネは
近代的な女性文学の書評を，ミナカウアーの主宰する雑誌『女性運動』（DieFrauenbewegung）に
発表するようになる（Hamelmann1992;17）。ヘレーネは既に女学校時代からエルバーフェルトの新
聞に詩と短編を発表していた。ヘレーネは書きたかったし，書くことを通して世のために貢献しよう
としていた。「子ども時代の大変早いうちから私には自分の人生の目標が明らかであった。大きくな
ったら，と私は考えた，私は著作家として活動したい」（Autobiographie＝Stopczyk-Pfundstein2003:
31）。実際，エルバーフェルトの新聞に，ヘレーネは20歳で女性の学問の自由に関する記事を発表し
た。ドイツではまだ女性が大学に入学することは禁止されていたが，更なる勉学をヘレーネは望み，
学問の自由を主張する記事を書いたのである。自分のため，女性のために，学問的知への道を開く闘
いが始まった。
高等女学校を終えると，ヘレーネは女性教師の試験を受けるためにベルリンに行くことを望んだ。
同世代の男子のように学び，自立し，学問がしたいという願いをヘレーネは持ち，アビトゥーアと大
学での勉学の資格を得るためには，「女性教師ゼミナール」に行く道しかなかった。自分の能力の全
面的な発展を望み，人格を豊かにし，自己自身になるため，「人生における正しい場所」を探すため，
「生の憧憬」に突き動かされ，ニーチェ哲学に後押しされて，ヘレーネは進学を望み続ける。「女性教
師ゼミナールに行ってもいいかしら？」とヘレーネは繰り返し父親に問いかけた。
しかし，ヘレーネが家を出られない理由が2つあった。第一に，ヘレーネは多産の結果病気になっ
ていた母親の代わりに，大家族のために家事をせねばならなかった。第二に，父親の宗教的信念によ
る強固な反対があった。当時シュテッカー家では，1890年にマルガレーテが生まれたばかりで，母
親はまだヘレーネの家事手伝いを必要としていた。従って少なくとも妹のエリザベートが高等女学校
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11 これはニーチェ主義者ティレと相容れなかった点であり，またヘレーネの倫理思想とニーチェ哲学との関
わりについて，優生思想批判の視点から詳細に吟味されるべきテーマである。
を終えてヘレーネの代わりが出来るようになるまで，ヘレーネはまだしばらく待たねばならなかった。
ヘレーネは，家庭内で女性が妻として母親として担う家事と育児の負担を，既に娘時代に長く担って
いたのである。精神的に成長したい欲求を持つ女性にとって，いかに家族のために重要とはいえ，家
事のみに忙殺される生活の味気なさは耐え難いものであったろう。同時に，育児家事の大変さと充
実感と喜びも，ヘレーネは十分体験していたはずである。この藤は後にヘレーネが1898/1899の
冬学期にグラスゴウ（Glasgow）でティレ（Tile,Alexander18661912）の幼い子ども達の世話をした
ときも同様であった。
長い対決を経て遂に両親はヘレーネの企てを承諾した。「望ましい結婚が出来ない場合は全ての娘
に生活を保証出来る可能性はなかったので，父親はとうとうヘレーネの衝動に譲歩した。彼女は女性
教師になってもよい。（中略）彼女の大きな願望は満たされることになった。職業に就けることにな
ったのである」（Rantzsch1984:22）。ヘレーネの強い意志は勿論決め手であったろう。母親は長年の
ヘレーネの家事負担の苦労を認め，感謝の気持ちも持っていたかも知れない。そして善い結婚相手に
恵まれるかどうかは分からない，と言う現代でも誰でも持ってはいるが当時の中産階級の娘たちにと
っては死活問題であった不確定要素のために，職業に就く自活の道への許可が与えられた。
「自由への道は（中略）大学での学問への道は困難な闘争の年月を意味した。女性の学問はドイツで
は当時まだ許されていなかった。数人のドイツ女性は外国で学位を取得した。そこでそれは困難な闘
争を要した特に私の父との。父は私が親の家を去りたがっていると言う考えに初めは妥協したくな
かったので，私を聖書の放蕩息子に比した。父は宗教的見解のために，私が今や成年に達していたに
もかかわらず，ベルリンでの学問と滞在によってひどく危うくされると彼には思われる私の魂の癒し
のために，自分がいまだ責任を負っていると信じていた。ついでながら私が母の助けで道を開いたと
き，ベルリンでの滞在は故郷の正統信仰の輪の中での隔離の後では，無限の解放と大いなる幸福を意
味した」（Lebenslauf＝Bockel1991:67）。父親がヘレーネを聖書の「放蕩息子」に比したことは印象
深い。父親がどれほどヘレーネを愛しており，不安を抱きながらもどれほどの信頼をもって長女を送
り出したかを示していよう。ヘレーネにとってはこれで遂に待ち望んだ故郷からの解放が実現するこ
とになった。
ヘレーネは1892年1月2日に故郷を発ち，3日の朝ベルリンに到着した。ようやく22歳になって
故郷を去り，ベルリンに出ることでヘレーネは家から解放され，現実に自立した歩みを始めたのであ
る。
おわりに
ヘレーネシュテッカーがエルバーフェルトの父の家で得た改革派キリスト教倫理を深く内面化し
ていたことは明白である。そして，父親に対しても生涯尊敬を失ってはいないように思われる。ヴィ
ッケルトの報じるところによれば，ヘレーネは1915年1月に初めて正式に教会からの脱退を表明し
た。ドイツが第一次世界大戦に突入してから，戦争に反対しなかった教会に対し，遂にヘレーネは決
別の意志を明らかにしたのである。そのとき，それまで教会を脱退しなかった理由として，彼女は両
親への配慮を挙げている。「通例の保守的な理由から，特に両親を考慮して，私はこれまでそれを断
念してきた。両親は，私たちを教育してきたカルヴァン派に今も忠実である。しかし教会が明白に，
恥や恐れもなく，内的良心もなしにただ戦争の，憎しみの奉仕者として自己を明らかにし，そしてそ
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れとともに殺人への気力を増加させるのを助長して以来，もはや教会を不問に付すことは許されない」
（Autobiographie＝Wickert1991:96）。このことはヘレーネの両親への，特に父親への深い敬意を示し
ている。そして同時に自らの育った家庭から自立し切っていたことも明白であろう。まさに隣人愛と
して教え込まれた人間への愛に基づきヘレーネは，国家が始め，組織としての現実の教会が支援した
戦争に，徹底的に反対し続けるようになったのである。
本稿では，エルバーフェルト時代のヘレーネシュテッカーについて，彼女の倫理思想の基点とな
る少女時代の諸要素を検討した。次稿において，引き続きベルリンに出て以後のヘレーネの足跡と思
想的展開を吟味していくことを予定している。
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